
前期
1 年次

後期 1 前期
2年次

学習力の養 成
、 ●初年沢セミナー （学習のH的と技術） l l 

●利他共生 1 l 
思考 力の養成 ＊●情報リテラシ ー ll＊●デー タリテラシ ー 1統計分析法1

基 情3ミュこケーシ妙薙I （蹟） llt93ミュこケーシ釘薙ll (Iii)ll) ] *•コミュチ幻軍（卿ll
礎 表現力の養成 ●表現技法 I （滋解 ・ 分析） 1 ●表現技法Il （作文・論文） l ●表現技法m （発表 ・ 討論） 1 
教人間 力の養成 ●自己管理と社会規統ll●チームり ー クとリ ー ダー シップl＊●地域活動と社会貢献ll●他者理解と信頼関係l
育社 会 力の養成 l ＊●社会的・職業的自立l ll＊●社会的・職粟的自立III
科人 間 の 理解スポ ー ツと運動科学 1l 健康管理と身体活動1l 1人間心理と人間行動1

目社 会 の 理解 現代医療と生命倫理l
情報社会とデー タサイエンスll福祉政策と福祉制度l

泄界動向と国際貢献l
直球環境と現境対策l

基礎教育科目（小計） 1
＊●教育福祉総論28

8
1＊●心理学概論2 6 

則●社会福祉概論2
＊●教育学概論2 l 

HI＊教職概論2 i＊教育原理2
土教育心理学2

＊特例支援教育I/)理解と方法li日本国憲法2
l生活2
l体育2

区 分 後期 前期
3年次

一

`1題解決法 1

後期 前期 後期 計
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国際 の 理解 2
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゜ 27 
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4年次
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t．創造思考法l 5

教 育学分野

即椒臆（情討餓騎粒他）il算数2
国語2

l初等国語科教育法2
l初等生活科教育法2
i道徳の指導法2音楽2

図画工作2

初等家庭科教育法2
初等英語科教育法2

(

5

)
 

2
 

6
 
4＿
2
5

教育課程論2 i初等算数科教育法2
教育相談の理論と方法2l初等理科教育法2
生徒 ・ 進路指導の理論と方法2i
理科2 i初等社会科教育法2

社会2 i齢的な学習の詩屑と閥諏攣2
初等音楽科教育法2 l教育行政学2
初等図画工作科教育法2i
初等体育科教育法2

l知的障害者教育論2 視覚信覚隠害者教育総論2l発達障害者教育総論2

=―`ご口：：;:2
9

＊フィー ルトスタディl

]；
初等教育実習事前事後指1i 1初等教育実習4 ]]:ばごご言］］］ 
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育 1 科置宣竺全閂
心 理 学分野

H 
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家庭2
英語2
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57 

〇＿
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特別支援教育学分野 24 

健康学分野
町 1養 護学分野

実験・実 習科且

専

F：育］よ、計］ 1*教職体験研究 l

1
0

合計 18l 
10-
18

特別支援教育概論2 l知的筐書者の心狸•生狸 ・ 桔理2
庫不帥者の心理•生理 ・ 餌2
l病弱者の心理•生理 ・ 病理2
l重複障害者教育総論2

18! 
16-
18

※科目名の頭に「●がついている科目は卒業要件必修科目」、 その他科目は卒業要件選択科目です（ただし免許・資格取得に必修となる科目は、 履修の手引の該当箇所を確認すること）。
※上記の履修年次はあくまでもモデルであり、 学生の希望や時間割の状況によリ実際の履修計画は変わってきます。 また前学期 ・ 後学期についても、 基本カリキュラム表通リに実施する予定ですが、 年度によっては入れ替わることも

あリますので、 各年度当初に必ず確認してください。
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履修モデル E 「特別支援プログラム」小学校教諭免許十特別支援学校教論免許( 134 単位)


